
静岡市子ども・若者育成プラン体系図

【施策の柱】 【基本施策】

(１) ① 命の大切さと思いやりを学ぶ体験活動を充実する

② 心身を鍛え、視野を広げるスポーツ・社会体験活動や学習の機会の提供を推進する

● ③ 規範意識を高め、コミュニケーション能力を向上させる集団体験活動を推進する

1 ④ ふるさとの自然・文化・歴史に触れ、豊かな感性を持った静岡っ子を育成する

 (２) ① 子ども・若者の仲間づくりと活動の場を提供する

② 困難を抱える子ども・若者を支援し、自立を促す場を提供する⇒施策の柱（８）①～④へ拡充

● ③ 子ども・若者の主体性を伸ばし、子ども・若者リーダーを養成する

④ 子ども・若者の居場所づくりを支える人材の育成を充実する

2 (３) ① 子ども・若者の成長に応じた家庭への支援の充実と家族関係の強化を図る

●  ② 学校等の教育における地域の人材活用を促進する

③ 子育て支援活動や健全育成活動を地域ぐるみで推進する

④ 地域を支える人材を育成し、地域の力を強化する

● (４) ① 子ども・若者を取り巻く環境の浄化に努める

3 ② 子ども・若者の非行・問題行動の防止に取り組む

 ③ 情報化社会におけるモラルの向上と安全利用の推進を図る

④ 子ども・若者が安心して過ごせる安全なまちづくりを推進する

● (５) ① 身近なところで、気軽に相談できる環境を整備する

② 個々の課題に応じた専門的相談に対応するための体制を充実する

③ 相談機関の連携強化と将来を見通した一体的な相談体制の整備を図る⇒施策の柱（８）基本施策④へ拡充

④ 相談に携わる人材の育成を充実する

● (６) ① 市民・行政が協働して子ども・若者の育成に取り組む

② 関係機関・NPO等団体のネットワークの強化と形成を促進する

③ 子ども・若者の育成に関する情報を集約、発信し、市民意識の高揚を図る

④ 子ども・若者育成を効果的に推進するための組織の拡充を図る

●
(７) ① 確かな学力の育成とともに、生涯学習への意識を高める

② 多様な体験活動を通して、社会性や感性、郷土愛などの豊かな人間性の育成に取り組む

③ 生涯にわたって健康で充実した生活を送ることができるように、健やかな体の育成に取り組む

● ④ 一人ひとりの子ども・若者のもつ可能性を伸ばすために、個に対応した教育の支援に取り組む

(８) ① ニート、ひきこもり、不登校等の子ども・若者を支援する

② 障害のある子ども・若者を社会全体で支援する体制を充実する

③ 子ども・若者の虐待防止等困難を抱える家庭を支援する

④ 複合的な要因から生じる問題の解決を支援するために「子ども・若者支援地域協議会」を運営する

【基本理念】

誰もが子ども・若者の
育成に関心を持つ協働
の仕組みづくり

子ども・若者と子ど
も・若者を育成する人
を支える相談活動

市民参画の推進と
ネットワークの強化

ニーズに応じた相談
体制の総合的整備

子ども・若者の社会的
自立と社会参加の促進
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家族関係の強化と地域
ぐるみの子ども・若者
の育成

自ら考え、自
ら行動する次
代を担う人づ
くり

子ども・若者
の成長をつな
ぐ連携・協働
の仕組みづく
り

成長に応じた豊かな
体験や学習機会の提
供

非行防止と安全対策
の推進

規範意識や目的意識、
対人関係能力の向上と
自己有用感の醸成

居場所づくりと社会
参加の推進

※静岡市青少年育成プランへの追加、修正部分を網掛けしました。

子ども・若者
を支える社会
環境づくり

たくましく しなや
かな子ども・若者を
育成するプログラム
の推進

困難を抱える子ど
も・若者とその家族
への支援

生きる力を身につける
教育の推進

子ども・若者が抱える
困難の状況に応じた適
切な支援

【基本目標】

非行防止と子ども・若
者を事件事故から守る
環境づくり

【課題】

学校等との連携と家
庭・地域における教
育力向上のための環
境づくり


